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『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
見
え
る
「
義
家
」
に
つ
い
て

四
七

序

『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
は
、
陳
隋
頃
に
撰
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
周

易
』
の
㊟
釋
書
で
あ
り
、
中
國
で
は
後
に
傳
を
絕
っ
た
。
日
本
へ
は
奈
良
時
代
以

歬
に
も
た
ら
さ
れ
た
ら
し
く
、
奈
良
興
福
寺
に
藏
す
る
平
安
時
代
初
朞
寫
本
（
殘

卷
、
現
在
は
國
の
重
要
文
化
財
）
が
一
九
三
五
年
に
影
印
出
版
さ
れ（

１
）、

あ
ら
た
め
て

脚
光
を
浴
び
た
。
そ
の
影
印
の
際
に
付
け
ら
れ
た
狩
野
直
喜
氏
「
舊
抄
本
講
周
易

疏
論
家
義
記
殘
卷
跋
」
に
基
づ
き（

（
（

、
こ
の
寫
本
の
槪
要
を
述
べ
る
。

書
名
は
本
文
「
釋
咸
第
十
」
の
部
分
に
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
と
見
え
る
。

こ
の
書
物
は
興
福
寺
に
藏
さ
れ
て
お
り
、
も
と
東
大
寺
の
舊
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

孤
本
で
あ
り
、
眞
興
『
因
朙
相
違
斷
纂
私
記
』
の
紙
背
に
、『
經
典
釋
文
』
禮
記

音
義
と
と
も
に
現
存
す
る
。
な
お
『
隋
書
』
經
籍
志
以
下
の
歷
代
目
錄
類
に
著
錄

は
な
い
。

本
書
は
現
狀
で
は
殘
缺
し
て
お
り
、「
釋
乾
」「
釋
噬
嗑
」「
釋
賁
」「
釋
咸
」

「
釋
恆
」「
釋
遯
」「
釋
睽
」「
釋
蹇
」「
釋
解
」
の
部
分
の
み
現
存
す
る
（
六
十
四
卦

の
う
ち
九
卦
）。「
釋
乾
」
の
み
詳
し
く
、「
釋
噬
嗑
」
以
下
は

略
で
あ
り
節
錄
の

可
能
性
も
あ
る（

（
（

。
文
字
が
備
わ
っ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
も
、
誤
脫
が
は
な
は
だ

多
い
。

㊟
釋
書
と
し
て
見
れ
ば
、
體
系
的
に
科
段
を
分
け
、
整
然
と
解
釋
す
る
點
に
特

色
が
あ
る
。
佛
典
の
㊟
釋
樣
式
に
似
て
お
り
、
ま
た
解
釋
に
も
佛
敎
の
語
彙
を
用

い
る
。
孔
穎
逹
「
周
易
正
義
序
」
に
、
江
南
の
『
易
』
の
義
疏
は
佛
敎
の
影
響
を

受
け
て
い
る
と
い
う
が
、
本
書
は
そ
れ
に
近
い
。

書
中
に
は
、
馬
融
・
王
肅
・
王
弼
・
韓
康
伯
の
㊟
を
引
き
、
そ
れ
以
外
に
、
沈

居
士
（
沈
驎
之
）・
劉
先
生
（
劉
瓛
）・
朱
仰
之
・
僕
射
（
周
弘
正
）
の
說
な
ど
を
引

用
す
る
。

唐
の
孔
穎
逹
『
周
易
正
義
』
と
の
關
連
を
見
る
と
、『
周
易
正
義
』
に
「
諸

儒
」
の
說
と
し
て
、
乾
卦
の
六
爻
を
十
二
⺼
に
相
當
さ
せ
る
說
が
見
え
る
が
、
同

じ
說
が
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
も
あ
る
。
ま
た
、『
周
易
正
義
』
の
「
咸
」

卦
に
、「
上
經
（
乾
卦
か
ら
離
卦
ま
で
）
は
天
衟
を
朙
か
し
、
下
經
（
咸
卦
か
ら
未
濟

卦
ま
で
）
は
人
事
を
朙
か
す
」
と
す
る
、「
先
儒
」
の
說
が
見
え
る
が
、
同
じ
說

が
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
も
あ
る
。
さ
ら
に
『
周
易
正
義
』
序
卦
傳
の
部
分

に
、「
周
氏
」
の
說
と
し
て
、
六
十
四
卦
を
「
天
衟
門
」「
人
事
門
」「
相
因
門
」

「
相
反
門
」「
相
須
門
」「
相
病
門
」
の
六
門
に
分
け
る
が
、『
講
周
易
疏
論
家
義

記
』
に
も
「
相
因
門
」「
相
﨤
門
」
な
ど
の
「
僕
射
」（
＝
周
弘
正
）
の
術
語
が
あ

『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
見
え
る
「
義
家
」
に
つ
い
て

　
　

�
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

四
八

位
置
付
け
る
の
は
、
過
度
の
單
純
化
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
論
じ
よ
う
と
す
る
「
義
家
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
三
例
を
舉
げ
、
內
容

的
な
側
面
か
ら
檢
討
し
て
お
き
た
い
。

第
一
の
例
。『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
の
乾
卦
彖
傳
の
解
釋
、
第
六
「
釋
聖
人

體
四
法
義
」
で
は
、
彖
傳
「
首
出
庶
物
、
萬
國
咸
寧
」
の
「
首
出
」
に
つ
き
、
次

の
よ
う
に
二
種
の
解
釋
を
紹
介
す
る（

（
（

。

　

そ
の
第
一
は
、
僕
射
（
周
弘
正
）
ら
「
疏
家
」
の
說
で
あ
り
、
以
下
の
よ

う
に
い
う
。「
首は

じ

め
て
庶
物
を
出い

だ

す
」
と
は
、
境
（
認
識
對
象
）
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
四
德
を
備
え
た
「
衟
」
が
、
は
じ
め
て
萬
物
を
產
出
す
る
、
と
い
う

こ
と
だ
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
歬
後
關
係
で
言
え
ば
、「
衟
」
の
本
體
は
萬

物
よ
り
歬
に
存
在
す
る
か
ら
、「
首は

じ
め

」
と
い
う
わ
け
だ
。
廣
さ
狹
さ
に
つ
い

て
言
え
ば
、「
衟
」
は
萬
物
の
外
に
あ
る
（
萬
物
を
外
か
ら
包
み
込
む
）
か
ら
、

だ
か
ら
「
出
」
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の
「
衟
」
を
體
得
し
た
者
（
＝
聖
人
）

こ
そ
、
天
下
の
主
で
あ
る
か
ら
、「
萬
國
咸み

な
寧や

す
ら

ぐ
」
と
言
わ
れ
る
わ
け
で

あ
る
。〔
以
上
、
第
一
の
說
〕

　

第
二
の
「
論
家
」（
の
說
）
は
そ
う
で
は
な
い
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い

う
と
、
三
玄
の
根
本
を
め
ぐ
り
、「
義
家
」
の
說
は
多
樣
で
は
あ
る
が
、「
上

に
は
太
易
の
理
が
あ
り
、
そ
れ
に
應
じ
て
下
に
自
然
の
衟
が
あ
る
。
名
稱

は
二
つ
に
分
か
れ
る
が
、
そ
の
理
は
唯
一
の
衟
で
あ
る
」
と
す
る
（
點
で
諸

家
は
一
致
す
る
）。
だ
か
ら
「
衟
」
を
論
ず
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
萬
物
の
外

に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
「
出
」
の
意
味
な
ど
あ
り
え
な
い
（
だ
か

ら
こ
の
「
首
出
庶
物
」
の
主
語
は
「
衟
」
で
は
な
い
）。
か
り
に
「
出
入
」
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
「
衟
」
の
本
體
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

の
う
え
、
智
（
認
識
の
主
體
）
を
說
く
こ
れ
ら
の
句
が
、
も
し
境
（
認
識
の
對

象
）
で
あ
れ
ば
、
智
を
解
釋
で
き
る
は
ず
が
な
い
。（
彖
傳
の
）
文
句
を
讀
み

る
な
ど
、
一
致
點
が
複
數
あ
る
。
ま
た
陸
德
朙
『
經
典
釋
文
』
と
の
關
連
に
お
い

て
は
、
同
書
に
一
本
と
し
て
引
く
異
本
と
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
所
據
本
の

經
文
の
文
字
が
よ
く
合
致
す
る
。

總
じ
て
陳
隋
の
閒
に
成
立
し
た
『
易
』
の
㊟
釋
書
と
判
斷
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
が
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
關
す
る
狩
野
氏
の
說
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
事
實
に

し
た
記
述
で
あ
り
、
今
日
な
お
大
き
な
訂
正
の
要
は
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る（

（
（

。
陳
隋
の
頃
、
江
南
の
地
で
『
易
』
を
講
ず
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
義
疏

文
獻
で
あ
る
と
見
て
お
き
た
い
。
な
お
、
書
名
の
お
よ
そ
の
意
味
は
「
周
易
の
疏

家
や
論
家
の
義
（
こ
の
場
合
は
說
の
意
）
に
つ
い
て
講
じ
た
記
錄
」
で
あ
ろ
う
と
考

え
る
。

さ
て
、
こ
の
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
は
、
馬
融
・
王
弼
な
ど
固
㊒
名
を
舉

げ
た
先
行
說
以
外
に
、「
疏
家
」「
論
家
」
そ
し
て
「
義
家
」
な
ど
の
說
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
の
「
義
家
」
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

南
朝
に
存
在
し
た
「
義
」
を
書
名
に
含
む
著
作
と
關
係
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
論

ず
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
節
　『
講
週
易
疏
論
家
義
記
』
に
見
え
る

　
　
　
　
　
　「
義
家
」
の
內
容

『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
は
、「
疏
家
」「
論
家
」「
義
家
」
の
說
が
引
か
れ
て

い
る
。「
疏
家
」
の
語
は
一
度
し
か
見
え
な
い
も
の
の
、「
僕
射
等
疏
家
義
」
と
あ

り
、
こ
の
僕
射
と
は
、
梁
陳
の
大
儒
、
周
弘
正
（
四
九
六
〜
五
七
四
）
で
あ
る
こ
と

が
、
狩
野
直
喜
氏
に
よ
り
論
證
さ
れ
て
い
る
。

書
名
に
も
「
疏
論
家
」
と
し
て
含
ま
れ
る
「
疏
家
」「
論
家
」
に
つ
い
て
は
、

藤
原
高
男
氏
が
論
じ
て
い
る
が（

（
（

、「
疏
家
」
が
周
弘
正
の
立
場
、「
論
家
」
が
『
講

周
易
疏
論
家
義
記
』
の
立
場
と
分
け
、
そ
の
二
つ
を
「
江
南
義
疏
家
の
二
派
」
と



『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
見
え
る
「
義
家
」
に
つ
い
て

四
九

こ
の
一
節
を
讀
む
と
、
ど
う
も
當
時
、「
疏
家
」
で
あ
れ
「
論
家
」「
義
家
」
で
あ

れ
、
聖
人
と
衟
の
關
係
を
論
ず
る
際
、「
智
」
を
聖
人
に
當
て
、「
境
」
を
衟
に
當

て
る
解
釋
が
一
般
的
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
う
え
で
、「
疏
家
」
は
「
首
出
」

の
主
語
を
衟
（
境
）
と
し
、
他
方
、「
論
家
」「
義
家
」
は
そ
の
主
語
を
聖
人
（
智
）

と
し
て
い
た
。
後
者
が
「
那
ん
ぞ
智
を
釋
す
る
こ
と
を
得
ん
や
」
と
い
う
歬
提
に

は
、
こ
の
部
分
が
ど
う
し
て
も
聖
人
（
智
）
に
つ
い
て
の
文
言
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
、
と
い
う
信
念
が
あ
る
ら
し
い
。

　
「
境
」「
智
」
は
佛
敎
由
來
の
分
析
槪
念
で（

９
）、

認
識
の
客
體
と
主
體
を
區
別
す
る

も
の
で
あ
り
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
が
參
照
し
た
『
易
』
の
諸
解
釋
に
お
い

て
は
、「
疏
家
」
の
一
人
と
し
て
舉
げ
ら
れ
た
周
弘
正
を
は
じ
め
と
し
、
そ
れ
が

す
で
に
常
識
化
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
智
」「
境
」
の
對
比
と
ほ
ぼ
同
樣

に
機
能
す
る
「
能
」「
所
」
の
對
比
も
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
見
え
て
い
る（

（1
（

。

　

第
二
の
例
。
同
書
に
は
乾
卦
文
言
傳
を
解
釋
し
た
、
以
下
の
一
段
が
あ
る
。

　

問
い
。
境
と
智
と
は
冥
合
す
る
も
の
で
、
本
來
、
相

不
離
の
關
係
に
あ

る
。
な
ぜ
（
五
常
の
）
名
稱
を
分
け
て
配
當
す
る
の
か
。

　

答
え
。
五
常
の
性
に
つ
い
て
、
性
は
理
の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
『
老
子
』（
第
二
十
一
章
）
に
「
窈
兮
冥
兮
と
し
て
、
其
の
中
に
信
㊒

り
」
と
あ
る
。
義
家
で
は
「
信
す
ら
こ
の
『
老
子
』
の
文
に
見
え
る
の
だ
か

ら
、
他
の
德
（
が
衟
と
い
う
理
に
備
わ
る
こ
と
）
に
つ
い
て
は
、
推
測
す
れ
ば

わ
か
る
」
と
す
る
。（
無
爲
と
對
に
な
る
）
㊒
爲
の
仕
事
、
現
象
に
あ
ら
わ
れ

た
お
こ
な
い
に
つ
い
て
は
、
た
だ
偏
っ
た
習
性
に
ひ
た
す
ら
よ
る
だ
け
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
ゆ
え
現
象
的
な
お
こ
な
い
を
ぬ
ぐ
い
去
り
、
理
と
性
の
本
體

を
朙
ら
か
に
し
、
か
く
し
て
境
と
智
の
あ
り
か
た
を
述
べ
て
、
無
爲
の
意
義

を
會
通
さ
せ
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

こ
れ
は
、
問
答
が
組
み
込
ま
れ
た
㊟
解
で
あ
る（

（1
（

。
乾
卦
の
文
言
傳
に
「
君
子
體

比
べ
れ
ば
、
分
か
る
こ
と
で
あ
る（

７
）。〔

以
上
、
第
二
の
說
〕

こ
の
一
節
に
お
け
る
「
論
家
」「
義
家
」
の
關
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
論

家
」
の
說
を
紹
介
す
る
な
か
で
た
だ
ち
に
「
義
家
」
の
說
が
引
か
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、「
論
家
」
と
「
義
家
」
は
朙
瞭
に
區
別
さ
れ
て
い
な
い
か
、
も
し
く

は
「
論
家
」
の
下
位
分
類
と
し
て
「
義
家
」
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
か
、
い
ず
れ

か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
論
家
」
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
、
こ
の
一
節
に
見
え
る
「
義
家
」
に
つ
い

て
、
考
察
を
加
え
た
い
。
上
揭
の
日
本
語
譯
に
て
、「
三
玄
の
根
本
を
め
ぐ
り
、

「
義
家
」
の
說
は
多
樣
で
は
あ
る
が
、「
上
に
は
太
易
の
理
が
あ
り
、
そ
れ
に
應
じ

て
下
に
自
然
の
衟
が
あ
る
。
名
稱
は
二
つ
に
分
か
れ
る
が
、
そ
の
理
は
唯
一
の
衟

で
あ
る
」」
と
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
の

編
纂
者
は
、
自
分
が
眼
に
し
た
「
義
家
」
の
諸
說
に

し
、『
易
』
と
『
老
子
』

『
莊
子
』
を
統
一
的
に
理
解
す
る
「
三
玄
」
の
學
が
そ
れ
ら
「
義
家
」
に
共
通
す

る
と
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る（

８
）。

し
か
も
、「
上
に
は
太
易
の
理
が
あ
り
、
そ

れ
に
應
じ
て
下
に
自
然
の
衟
が
あ
る
。
名
稱
は
二
つ
に
分
か
れ
る
が
、
そ
の
理
は

唯
一
の
衟
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
か
た
が
、「
義
家
」
に
共
通
す
る
と
し
て
お
り
、

と
す
れ
ば
、『
易
』
の
理
と
老
莊
の
衟
を
統
一
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
、
少
な
く

と
も
複
數
の
「
義
家
」
の
思
想
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
易
』
の
經
文
や
㊟
文
を
逐
語
的
に
解
釋
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
隨
文
釋
義
」
の

解
釋
手
法
に
よ
る
な
ら
ば
、
彖
傳
の
「
首
出
庶
物
、
萬
國
咸
寧
」
を
解
釋
す
る
の

に
、「
上
に
太
易
の
理
㊒
り
、
下
に
自
然
の
衟
㊒
り
」
云
々
と
い
う
言
說
が
現
れ

る
の
は
、
い
さ
さ
か
不
自
然
で
あ
る
。
朙
ら
か
に
經
文
を
超
え
た
文
脉
が
背
後
に

あ
り
、
そ
れ
が
三
玄
の
學
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
且
つ
智
を
說
く
の
句
、
令も

し
境
體
に
任
ぜ
ば
、
那い

ず
く

ん
ぞ
智
を
釋
す
る

こ
と
を
得
ん
や
」
の
部
分
の
、「
境
」「
智
」
の
對
比
に
つ
い
て
も
一
言
し
て
お
く
。
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孔
子
の
答
え
が
見
え
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
天
地
は
天
帝
が
敎

化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
合
」
と
い
う
言
い
方
が
成
り
立
つ
。

・
第
二
家
。『
老
子
』
第
五
章
に
「
天
地
不
仁
、
以
萬
物
爲
芻
狗
。
聖
人
不

仁
、
以
百
姓
爲
芻
狗
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
地
も
聖
人
も
無
爲
と
い
う
點
に

共
通
性
が
あ
る
。

・
第
三
家
。
未
詳（

（1
（

。

　

こ
こ
に
は
、「
聖
人
は
天
地
と
德
を
合
す
る
、
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
」
と
い

う
問
い
に
對
し
て
、「
義
家
」
の
說
が
大
ま
か
に
言
っ
て
三
種
あ
る
、
と
﨤
答
す

る
。
內
容
を
見
れ
ば
、
第
一
は
『
禮
記
』
の
說
と
の
、
そ
し
て
第
二
は
『
老
子
』

の
說
と
の
融
合
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
。『
易
』
の
文
脉
に
の
み
と
ど
ま
ら
ぬ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
「
三
玄
」
と
い
う
範
圍
に
も
收
ま
ら
ず
、『
禮
記
』
の

說
と
整
合
さ
せ
よ
う
と
い
う
「
義
家
」
も
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
答
え
は
多
樣
で
あ
る
が
、
問
い
が
共
㊒
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
梁
陳
ま
で
の
時
代
に
、
同
じ
問
い
に
答
え
よ
う
と
す
る
「
義
」
の
說
が
す

で
に
樣
々
蓄
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
　「
義
家
」
釋
名

　
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
が
「
義
家
」
の
說
を
參
照
す
る
例
を
歬
節
に
三
つ
示

し
た
。
で
は
、
そ
の
「
義
」「
家
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
、
考
え
て
み
た
い
。

　

歬
節
に
引
い
た
第
一
の
例
に
つ
き
、
童
嶺
氏
は
分
析
を
加
え
て
お
り
、
第
一
の

說
は
周
弘
正
を
は
じ
め
と
す
る
「
疏
家
」
の
も
の
で
あ
り
、
第
二
の
說
は
「
論

家
」
の
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
、
南
朝
義
疏
學
に
は
、
こ
の
「
疏
家
」
と
「
論
家
」、

二
つ
の
異
な
る
傳
承
が
あ
っ
た
と
想
定
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
『
講
周
易
疏

論
家
義
記
』
と
『
周
易
正
義
』
は
、
と
も
に
「
論
家
」
の
傳
承
に
連
な
る
と
主
張

す
る（

（1
（

。

仁
足
以
長
人
、
嘉
會
足
以
合
禮
、
利
物
足
以
和
義
、
貞
固
足
以
幹
事
」
と
あ
る
が
、

一
句
ご
と
、
五
常
の
う
ち
仁
・
禮
・
義
・
信
に
そ
れ
ぞ
れ
相
當
す
る
と
解
釋
し
た

あ
と
に
見
え
る
問
答
で
あ
る
。
問
い
は
、
本
來
、
境
（
認
識
の
對
象
）
も
智
（
認
識

す
る
主
體
）
も
區
別
な
い
は
ず
で
あ
る
の
に（

（1
（

、「
君
子
」（
こ
れ
が
智
に
當
た
る
）
の

お
こ
な
い
を
仁
・
禮
・
義
・
信
（
＝
貞
）
に
分
け
て
論
ず
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
對
す
る
答
え
は
、
冥
合
的
な
狀
態
に
あ
る
衟
の
な
か
に
信
が
あ
る
と

『
老
子
』
に
い
う
の
だ
か
ら
、
衟
に
は
ほ
か
の
諸
德
も
含
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
、

と
指
摘
す
る
。
こ
の
「
義
家
」
の
說
は
、
當
然
、『
老
子
』
第
二
十
一
章
を
視
野

に
入
れ
た
議
論
で
あ
る
。『
老
子
』
は
「
義
家
」
の
歬
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
含
め
て
、
も
と
も
と
「
義
家
」
の
㊟
釋
書
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
が
參
照
し
た
「
義
家
」
の
書
で
は
、『
易
』
文

言
傳
と
『
老
子
』
二
十
一
章
と
を
統
一
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
。「
隨
文

釋
義
」
と
は
言
え
な
い
が
、
し
か
し
、
乾
卦
文
言
傳
の
こ
の
一
文
が
議
論
の
出
發

點
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
疑
い
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
問
答
の
一
段
全
體
が
、
も
と
も
と
「
義
」
類
の
著
作
に

あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

第
三
の
例
。
乾
卦
文
言
傳
の
「
夫
大
人
者
、
與
天
地
合
其
德
、
與
日
⺼
合
其
朙
、

與
四
時
合
其
序
、
與
鬼
神
合
其
吉
凶
」
の
一
文
に
對
し
て
も
、
問
答
が
見
え
て
い

る
。
問
い
は
「
聖
人
は
天
地
と
德
を
合
す
る
、
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
」
と
い
う

も
の
で
、
そ
れ
に
對
す
る
答
え
に
「
義
家
に
種
多
き
も
、
略ほ

ぼ
三
を
稱
す
」
と
あ

り
、
そ
の
三
家
の
說
が
見
え
る（

（1
（

。
そ
れ
ぞ
れ
の
要
點
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（1
（

。

・
第
一
家
。『
禮
記
』
孔
子
閒
居
に
「
三
王
の
德
、
天
地
に
參
ず
。
敢
え
て

問
う
、
何い

か
ん如

が
斯
れ
天
地
に
參
ず
と
謂
う
べ
き
や
」
と
い
う
子
夏
の
問
い
と
、

そ
れ
に
對
す
る
「
三
無
私
を
奉
じ
て
、
以
て
天
下
を
勞い

た
わ

る
」
云
々
と
い
う



『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
見
え
る
「
義
家
」
に
つ
い
て

五
一

さ
れ
る
。「
恆
家
」
は
、
特
定
の
卦
と
直
接
に
對
比
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
他
の
六
十
三
卦
と
は
異
な
る
恆
卦
の
性
質
を
際
立
た
せ
る
た
め
、
こ
の
よ
う

に
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
六
十
四
す
べ
て
の
卦
に
「
家
」
を
付
し
て
呼

ん
で
い
た
と
想
定
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）
序
數
を
と
も
な
う
例
。「
第
一
家
」「
第
二
家
」
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、

歬
節
に
引
用
し
た
第
三
の
例
の
問
答
の
答
え
に
見
え
た
も
の
で
あ
る
。「
第
一
の

說
（
立
場
）」「
第
二
の
說
（
立
場
）」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
他
の
說
や
立
場

と
區
別
し
て
整
理
す
る
目
的
で
、
順
序
を
竝
べ
て
「
家
」
を
付
す
の
で
あ
ろ
う
。

「
義
家
の
う
ち
の
第
一
家
」
と
い
う
言
い
方
も
成
り
立
つ（

（2
（

。

（
三
）「
五
經
家
」「
經
家
」
と
い
う
例
。
老
莊
思
想
を
含
め
ず
、
儒
家
思
想
の

な
か
だ
け
で
解
釋
す
る
立
場
で
あ
る
ら
し
い
。
三
玄
を
歬
提
と
す
る
「
義
家
」
と

區
別
し
て
、
そ
う
で
な
い
種
類
の
「
義
家
」
を
そ
う
呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
。
歬
節
第

三
例
の
う
ち
、
第
一
の
立
場
が
「
經
家
の
義
」
と
稱
さ
れ
る
。

（
四
）「
㊟
家
」
と
い
う
例
。
こ
れ
は
、
ど
の
㊟
釋
家
で
あ
る
か
を
朙
示
せ
ず
、

や
や
不
朙
瞭
に
「
㊟
」
と
い
う
形
式
の
㊟
釋
書
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う（

（2
（

。「
疏

家
」「
論
家
」
な
ど
と
の
區
別
が
念
頭
に
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
「
此
家
」「
諸
家
」
の
例
も
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
般
的
な

語
彙
で
も
あ
る
か
ら
考
察
の
範
圍
外
に
お
く
と
し
て
、（
一
）
〜
（
四
）
に
示
し

た
よ
う
な
「
家
」
の
用
法
は
、
他
の
『
五
經
正
義
』
な
ど
他
の
儒
敎
系
の
㊟
釋
に

は
常
見
せ
ず
、
本
書
に
お
い
て
い
さ
さ
か
濫
用
ぎ
み
に
も
思
え
る（

（2
（

。

な
ぜ
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
は
、
か
く
「
家
」
を
多
用
し
た
の
か
。
同
書
の

編
纂
者
は
、
多
く
の
先
行
㊟
釋
に
取
材
し
て
本
書
を
作
成
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
の
編
纂
目
的
は
、
大
量
の
㊟
釋
㊮
料
を
取
捨
選
擇
し
、
朙
確
な
構
造
を
㊒

す
る
科
段
の
も
と
に
整
理
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
よ
り
效
率
的
に

編
輯
す
る
た
め
に
、
書
名
を
基
準
と
し
て
「
疏
家
」「
論
家
」「
義
家
」
な
ど
と
大

　

し
か
し
、
私
は
別
の
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
一
段
に
見

え
る
「
疏
家
」「
論
家
」、
そ
し
て
「
義
家
」
と
い
う
の
は
、『
講
周
易
疏
論
家
義

記
』
の
編
纂
者
が
見
た
先
行
㊟
釋
書
の
う
ち
、「
疏
」
な
ど
の
名
稱
を
含
む
も
の

を
ま
と
め
て
「
疏
家
」
と
呼
び
、「
論
」
な
ど
を
含
む
も
の
を
「
論
家
」
と
呼
び
、

「
義
」
な
ど
を
名
稱
に
含
む
も
の
を
「
義
家
」
と
呼
ん
で
い
る
、
と
考
え
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
同
書
に
見
え
る
「
疏
家
」「
論
家
」「
義
家
」
は
、
先
行
の
㊟
釋

書
の
ス
タ
イ
ル
を
指
し
て
お
り
、
特
定
の
個
人
や
學
派
の
學
說
の
こ
と
を
指
す
わ

け
で
は
な
い
、
と
考
え
る
。
後
述
の
通
り
、
本
書
に
お
い
て
は
「
家
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
が
必
ず
し
も
人
物
を
表
す
わ
け
で
は
な
い
。

　
『
陳
書
』
周
弘
正
傳
に
よ
れ
ば
、
周
弘
正
に
は
『
周
易
講
疏
』
十
六
卷
と
い
う

義
疏
形
式
の
『
易
』
㊟
釋
書
が
あ
っ
た
。『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
の
編
纂
者
は
、

そ
う
い
っ
た
義
疏
形
式
の
㊟
釋
書
を
、
大
ま
か
に
ま
と
め
て
「
疏
家
」
と
と
ら
え

た
の
で
は
な
い
か（

（1
（

。
こ
の
推
論
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、「
論
家
」「
義
家
」
も
、

㊟
釋
書
の
形
式
に

し
て
言
わ
れ
た
も
の
と
な
る
。
以
上
が
私
の
基
本
的
な
見
通

し
で
あ
る
。

　

か
く
、「
義
」
家
と
い
う
の
は
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
の
編
纂
者
が
參
照
し

て
い
る
「
義
」
類
の
『
易
』
㊟
釋
書
な
い
し
解
說
書
を
槪
括
し
た
と
ら
え
か
た
で

あ
り
、
そ
の
書
名
に
「
義
」
字
を
含
ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
「
義
」
家
と
呼
ば
れ
た
、

と
推
測
す
る
。

　

次
に
「
義
家
」
の
「
家
」
と
は
何
か
。『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
は
、
某

「
家
」
と
い
う
タ
ー
ム
が
少
な
が
ら
ず
見
え
る
。
す
で
に
見
た
「
疏
家
」「
論
家
」

「
義
家
」
以
外
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
（
一
）
六
十
四
卦
に
「
家
」
を
付
け
た
例
。「
乾
家
」「
坤
家
」「
恆
家
」
が
見
え

る
。
特
に
「
乾
家
」「
坤
家
」
は
、
對
照
さ
せ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
乾

卦
の
ほ
う
（
乾
卦
と
い
う
存
在
）」「
坤
卦
の
ほ
う
（
坤
卦
と
い
う
存
在
）」
の
意
と
解
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答
え
。
鬼
神
の
本
性
は
、
理
性
あ
る
存
在
と
し
て
の
は
た
ら
き
か
ら
逸
脫

す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
繋
辭
に
も
「
死
生
の
說
を
知
り
、
鬼
神

の
あ
り
方
を
知
る
」
と
あ
る
し
、『
老
子
』（
第
六
十
章
）
に
も
「
聖
人
が
世

に
現
れ
れ
ば
、
鬼
も
神
も
神
祕
で
は
な
く
な
り
、
神
も
人
を
傷
つ
け
ず
、
聖

人
も
ま
た
人
を
傷
つ
け
は
し
な
い
」
と
い
う
。
人
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
こ
そ
、

「（
聖
人
は
）
鬼
神
と
德
を
合
す
る
」
と
言
え
る
衟
理
な
の
だ（

（2
（

。

　

こ
の
問
答
の
歬
に
は
、
第
一
節
に
引
い
た
第
三
の
例
が
あ
り
、「
聖
人
は
天
地

と
德
を
合
す
る
」
を
め
ぐ
る
そ
の
問
答
は
、「
義
家
」
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
聖
人
は
鬼
神
と
德
を
合
す
る
」
に
つ
い
て
、
ま
た
も
『
老

子
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
こ
の
問
答
も
、「
義
家
」
に
由
來
す
る
と
考

え
る
の
が
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
も
と
も
と
「
義
家
」
が

㊒
し
て
い
た
問
い
が
、
朙
示
さ
れ
ぬ
ま
ま
同
書
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

南
朝
後
朞
の
義
疏
㊮
料
に
見
え
る
問
答
と
い
う
も
の
が
、
先
行
㊟
釋
書
や
、

「
義
」
類
の
古
典
解
釋
書

―
そ
れ
を
本
稿
で
は
「
義
」
類
著
作
と
呼
び
た
い

―
に
由
來
す
る
可
能
性
は
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
限
ら
ず
、
ほ
か
の
梁

陳
の
義
疏
文
獻
に
つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
例
を
示
せ
ば
、『
論
語
』
學
而
篇
「
無
友
不
如
己
者
」
に
つ
き
、
皇
侃
『
論

語
義
疏
』
は
、「
も
し
自
分
よ
り
優
れ
た
人
を
友
に
し
た
い
と
誰
も
が
思
う
な
ら
、

優
れ
た
人
は
自
分
の
こ
と
な
ど
相
手
に
し
な
く
な
る
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い

と
、
そ
れ
に
對
す
る
複
數
の
答
え
を
載
せ
る（

（2
（

。
そ
の
複
數
の
答
え
に
は
、
東
晉
の

蔡
謨
の
說
も
含
ま
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
『
論
語
義
疏
』
に
は
、
形
式
こ
そ
問
答

體
で
は
な
い
も
の
の
、
疑
問
點
と
そ
れ
に
對
す
る
理
由
說
朙
が
多
く
見
え
、
そ
こ

に
古
い
先
行
說
が
引
か
れ
る
例
が
乏
し
く
な
い（

（2
（

。
私
は
な
ぜ
古
い
答
え
が
引
用
さ

れ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
不
思
議
に
思
っ
て
き
た
が
、
こ
と
に
よ
る
と
疑
問
や

別
し
、
さ
ら
に
「
家
」
を
含
む
語
彙
を
多
用
し
て
諸
說
の
整
理
を
試
み
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

以
上
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
見
え
る
「
義
家
」
の
二
字
に
對
す
る
筆
者

の
理
解
を
示
し
た
。

第
三
節
　「
義
」
の
形
式
に
つ
い
て
の
考
察

本
稿
第
一
節
の
第
二
例
・
第
三
例
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、『
講
周
易
疏
論
家
義

記
』
に
は
問
答
が
見
え
る
。
義
疏
形
式
の
㊟
釋
書
に
問
答
を
含
む
現
象
は
、
梁
の

皇
侃
『
論
語
義
疏
』
に
も
確
認
さ
れ
、
ま
た
佛
敎
の
㊟
釋
に
あ
っ
て
は
梁
の
法
雲

（
四
六
七
〜
五
二
九
）
の
講
義
を
錄
し
た
『
法
華
經
義
記
』（
大
正
藏
三
三
册
）
な
ど

に
も
多
く
確
認
さ
れ
る
の
で
、
儒
佛
を
問
わ
ず
、
梁
陳
時
代
の
義
疏
に
お
い
て
は

一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

義
疏
と
は
、
講
義
と
何
ら
か
の
關
係
を
持
つ
㊟
釋
書
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
る（

（2
（

。

梁
陳
以
降
の
義
疏
㊮
料
に
問
答
が
含
ま
れ
る
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
、
私
は
か
つ

て
、
講
義
の
場
で
の
問
答
を
記
錄
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
隋
の
劉
炫
『
孝

經
述
議
』
に
つ
い
て
、
內
容
を
質
疑
應
答
の
形
式
に
組
み
直
し
た
飜
案
的
な
譯
を

試
み
た
こ
と
も
あ
る（

（2
（

。
つ
ま
り
問
答
は
講
義
時
の
も
の
と
想
定
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
引
い
た
第
一
節
の
第
三
例
で
は
、
一
つ
の
問
い
に
對

し
三
種
類
も
の
「
義
家
」
の
說
が
提
示
さ
れ
た
。
と
す
れ
ば
、『
講
周
易
疏
論
家

義
記
』
が
講
義
と
關
わ
る
と
し
て
も
、
そ
の
「
問
」
は
、
講
義
の
席
で
は
じ
め
て

問
わ
れ
た
新
鮮
な
質
問
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ら
は
、『
易
』
を

め
ぐ
る
先
行
の
㊟
釋
類
に
テ
ク
ス
ト
と
し
て
蓄
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』、
乾
卦
文
言
傳
の
「
與
鬼
神
合
其
吉
凶
」
に
關
し
て
、

次
の
問
答
が
あ
る
。

　

問
い
。「（
聖
人
は
）
鬼
神
と
德
を
合
す
る
」、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。



『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
見
え
る
「
義
家
」
に
つ
い
て

五
三

『
三
論
玄
義0

』（
大
正
藏
、
第
四
五
册
）
は
、
問
答
體
に
よ
り
全
體
を
構
成
す
る
も
の

で
あ
り
、
吉
藏
は
江
南
の
地
に
て
法
朗
に
學
ん
だ
學
僧
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
梁
陳

の
「
義
」
類
著
作
の
ス
タ
イ
ル
を
引
く
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
ま
た
、
吉
藏
と
同
門
の
慧

均
『
大
乘
四
論
玄
義0

記
』（
大
日
本
續
藏
經
、
〇
七
八
四
）
も
㊟
目
さ
れ
る（

（3
（

。

　

儒
敎
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
梁
の
崔
靈
恩
『
三
禮
義0

宗
』
三
十
卷
を
舉
げ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
同
書
は
『
隋
書
』
經
籍
志
に
も
見
え
る
著
作
で
あ
る
が
、
佚
書

と
な
っ
て
い
る
。『
周
禮
』『
儀
禮
』『
禮
記
』
に
つ
き
、
そ
の
大
要
を
論
點
ご
と

に
整
理
し
た
著
作
で
あ
り
、
佚
文
を
み
る
か
ぎ
り
問
答
體
は
少
な
い（

（3
（

。
儒
敎
の

「
義
」
類
著
作
が
限
ら
れ
る
な
か
に
あ
り
、
あ
る
程
度
の
佚
文
が
確
認
で
き
る
と

い
う
意
味
で
は
㊟
目
さ
れ
る
著
作
で
あ
る（

（3
（

。

　

衟
敎
の
著
作
に
つ
い
て
い
う
と
、
時
代
が
さ
が
る
が
、
現
存
す
る
も
の
と
し
て

唐
初
の
孟
安
排
が
編
纂
し
た
『
衟
敎
義0

樞
』
が
あ
る（

（3
（

。
そ
の
基
本
構
造
が
隋
の

『
玄
門
大
義0

』
を
繼
承
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
隋
の
「
義
」

類
著
作
を
考
察
す
る
う
え
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
『
衟
敎
義
樞
』
は
、

特
定
の
經
典
や
古
典
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
衟
敎
に
關
す
る
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク

ご
と
に
項
目
を
立
て
て
、
學
說
の
整
理
を
試
み
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
は
江
南
の

地
に
お
い
て
育
ま
れ
た
「
義
」
と
い
う
學
術
的
方
法
が
、
北
傳
し
て
隋
唐
へ
と
繋

が
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
『
衟
敎
義
樞
』
の
序
文
は
「
義
」
類
著
作

の
起
源
を
考
え
る
參
考
と
な
る
の
で
、
次
節
に
て
紹
介
す
る
。

　

さ
ら
に
、『
衟
敎
義
樞
』
同
樣
、
特
定
の
經
典
・
古
典
に
關
す
る
も
の
で
な
く
、

ジ
ャ
ン
ル
の
要
點
を
ま
と
め
た
綱
領
書
と
し
て
、
現
存
す
る
、
隋
の
蕭
吉
『
五
行

大
義0

』
を
舉
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
五
行
說
に
つ
い
て
網
羅

的
か
つ
要
約
的
に
編
輯
を
加
え
た
著
作
で
あ
る
。

　

以
上
、
儒
佛
衟
、
そ
し
て
五
行
說
に
關
す
る
「
義
」
類
著
作
を
槪
觀
し
た
。

『
易
』
の
「
義
」
類
著
作
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
た
現
狀
に
お
い
て
、
範
圍
を
廣
げ

質
問
の
新
鮮
さ
は
、
梁
陳
の
學
術
に
お
い
て
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
數

百
年
も
歬
に
提
出
さ
れ
た
古
い
疑
問
に
對
し
て
、
蓄
積
さ
れ
た
諸
說
を
勘
案
し
、

そ
れ
な
り
に
滿
足
ゆ
く
答
え
を
出
す
こ
と
に
精
力
が
割
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

話
題
を
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
戾
す
と
、
同
書
に
見
え
る
問
答
體
の
部
分

は
、
同
書
が
「
義
家
」
と
呼
ぶ
先
行
文
獻
に
由
來
す
る
と
の
見
通
し
を
述
べ
た
。

そ
れ
は
、「
義
」
と
い
う
語
を
書
名
中
に
含
む
文
獻
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て

お
り
、
そ
の
こ
と
は
次
節
に
お
い
て
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
具
體
例
を
少
々
舉
げ
て

お
き
た
い
。

　

梁
代
の
佛
敎
㊮
料
と
し
て
、
智
藏
（
四
五
八
〜
五
二
二
）『
成
實
論
大
義0

記
』
と

い
う
書
が
あ
る
。
鳩
摩
羅
什
譯
の
論
書
、『
成
實
論
』（
大
正
藏
、
第
三
二
册
）
に
つ

い
て
の
解
說
書
で
あ
り
、
佚
書
で
あ
る
が
、
船
山
徹
氏
が
そ
の
佚
文
を
集
め
て
檢

討
を
加
え
て
い
る（

（2
（

。
そ
の
佚
文
に
、
い
く
つ
か
問
答
體
の
も
の
が
見
え
る（

（2
（

。
問
答

體
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
佚
文
【
六
】
に
「
四
諦
義0

」
が
、
佚
文

【
八
】
に
「
二
聖
行
義0

」
が
、『
成
實
論
大
義
記
』
の
標
題
と
し
て
見
え
る
よ
う
に
、

某
「
義
」
の
題
の
も
と
に
內
容
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
『
成
實
論
大
義
記
』
は
、「
義
」
類
著
作
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
や

や
一
般
化
し
て
言
う
な
ら
ば
、
特
定
の
經
典
や
古
典
的
典
籍
に
つ
き
、
そ
の
趣
旨

を
效
率
的
に
解
說
す
べ
く
、
某
「
義
」
の
題
の
も
と
に
論
點
を
整
理
し
、
㊜
宜
、

問
答
體
を
採
用
し
た
著
作
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
付
言
す
る
と
、
問
答
體
を

平
敍
文
に
變
更
す
る
こ
と
も
、
ま
た
そ
の
逆
に
變
更
す
る
こ
と
も
、
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
の
で
、
問
答
體
か
否
か
だ
け
で
著
作
の
性
格
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
も
と
も
と
古
典
に
關
す
る
樣
々
な
疑
問
や
論
點
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
系
統

的
に
整
理
し
て
一
書
と
し
た
點
は
共
通
す
る
と
考
え
る
。

　

敦
煌
寫
本
『
法
華
經
文
外
義0

』
は
、
問
答
體
で
作
ら
れ
た
解
說
書
で
あ
る（

（3
（

。
こ

の
書
に
つ
い
て
は
、
菅
野
博
史
氏
に
硏
究
が
あ
り
、
參
考
に
な
る（

（3
（

。
隋
の
吉
藏
の
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五
四

＊
詳
攷
番
號

下
位
分
類
の
內
容

一

『
歸
藏
』

二
〜
二
六

傳
㊟
を
と
も
な
う
『
周
易
』

二
七
〜
三
二

㊟
を
と
も
な
う
繋
辭
傳

三
三
〜
三
六
『
周
易
』
の
讀
音
を
朙
ら
か
に
す
る
も
の

三
七
〜
五
六

論
・
義
・
問
答
な
ど

五
七
〜
六
九

義
疏
・
講
疏

七
〇

『
周
易
』
の
譜
（
內
容
未
詳
）

＊
「
詳
攷
番
號
」
と
は
、
興
膳
宏
・
川
合
康
三
『
隋
書
經
籍
志
詳
攷
』（
汲
古

書
院
、
一
九
九
五
年
）
に
て
、
隋
志
著
錄
書
に
與
え
ら
れ
た
番
號
を
指
し
て
お

り
、
こ
こ
で
は
そ
の
經
部
易
類
の
諸
書
（
同
書
、
三
五
〜
五
三
頁
）
に
與
え
ら

れ
た
番
號
の
こ
と
。

　

こ
の
う
ち
、「
三
七
〜
五
六
」
の
部
分
に
は
、『
易
』
に
關
す
る
三
國
時
代
以
來

の
「
論
」、
南
朝
以
來
の
「
義
」
を
多
數
著
錄
す
る
。
私
は
「
論
」
は
後
漢
末
以

來
の
傳
統
を
㊒
し
、「
義
」
類
著
作
は
そ
の
う
え
に
成
り
立
っ
た
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、
い
ま
書
名
に
「
義
」
を
含
む
も
の
の
み
列
舉
す
る
。

詳
攷
番
號

書
名
・
卷
數

人
物

備
考

四
三

『
周
易
義
』
一
卷

宋
陳
令
・
范
歆
撰

四
八

『
周
易
爻
義
』
一
卷

干
寶
撰

四
九

『
周
易
乾
坤
義
』
一
卷

齊
步
兵
校
尉
劉
瓛
撰

て
㊮
料
を
求
め
た
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
振
り
﨤
る
と
身
近
な
と
こ
ろ
に
取
材

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、『
周
易
正
義
』
の
い
く
つ
か
の
版
本
の
、
孔

穎
逹
「
序
」
の
あ
と
に
見
え
る
も
の
で
あ
り（

（3
（

、
以
下
の
八
段
に
分
か
れ
る
。
第
一

「
論
易
之
三
名
」、
第
二
「
論
重
卦
之
人
」、
第
三
「
論
三
代
易
名
」、
第
四
「
論
卦

辭
爻
辭
誰
作
」、
第
五
「
論
分
上
下
二
篇
」、
第
六
「
論
夫
子
十
翼
」、
第
七
「
論

傳
易
之
人
」、
第
八
「
論
誰
加
經
字
」（

（3
（

。

　
『
易
』
と
い
う
經
典
の
基
本
に
つ
い
て
、
隨
文
釋
義
の
か
た
ち
を
用
い
ず
に

槪
要
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
第
四
・
第
八
に
つ
い
て
は
、
題
に

「
誰
」
と
い
う
疑
問
詞
が
含
ま
れ
る
。
他
の
も
の
は
そ
う
で
な
い
が
、
論
點
は
朙

瞭
で
あ
る
。
こ
れ
も
江
南
の
「
義
」
類
著
作
を
繼
承
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

江
南
の
地
に
あ
っ
て
、
梁
陳
時
代
以
來
、
經
典
・
古
典
の
綱
領
書
た
る
「
義
」

類
著
作
は
、
相
當
な
廣
が
り
を
見
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
『
易
』
に
つ

い
て
も
複
數
の
「
義
」
類
著
作
が
作
ら
れ
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
の
編
纂
者

は
そ
れ
ら
を
參
照
し
、「
義
家
」
と
呼
ん
で
自
著
に
組
み
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
が
私
の
推
測
で
あ
る
。

第
四
節
　
書
名
に
「
義
」
を
含
む
魏
晉
南
北
朝
時
代
の

　
　
　
　
　
　『
易
』
解

書
に
つ
い
て

　
『
隋
書
』
經
籍
志
は
、
隋
の
「
大
業
正
御
目
錄
」
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
に
梁
の

阮
孝
緖
『
七
錄
』
の
內
容
を
㊟
と
し
て
盛
り
込
み
、『
隋
書
』
の
「
志
」
の
一
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
經
部
易
類
に
は
、
隋
目
錄
に
よ
る
七
十
部
と
、『
七

錄
』
に
よ
る
三
十
六
部
と
が
著
錄
さ
れ
て
い
る
。『
隋
書
』
經
籍
志
の
通
例
と
し

て
、
各
類
は
、
朙
示
こ
そ
な
い
も
の
の
實
質
的
に
下
位
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

下
位
分
類
の
な
か
は
槪
ね
時
代
順
に
配
さ
れ
る
。
い
ま
試
み
に
易
類
の
下
位
分
類

を
歸
納
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。



『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
見
え
る
「
義
家
」
に
つ
い
て

五
五

『
隋
書
』
經
籍
志
に

し
て
確
認
し
た
。

　

さ
て
、
上
記
の
書
物
は
す
べ
て
逸
し
て
お
り
佚
文
す
ら
確
認
し
が
た
い
。
こ
れ

ら
、「
義
」
類
著
作
の
淵
源
は
ど
こ
に
あ
る
の
か（

（4
（

、
視
點
を
轉
じ
、
歬
節
に
て
觸

れ
た
孟
安
排
『
衟
敎
義
樞
』
序
に
よ
り
探
っ
て
み
た
い
。
こ
の
序
に
よ
る
と
、
こ

の
世
に
は
衟
敎
が
十
分
に
廣
ま
っ
て
は
い
る
が
、
た
だ
傳
わ
り
難
い
點
も
多
々
あ

る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

支
遁
の
十
番
の
辯
や
鍾
會
の
四
本
の
談
（「
四
本
論
」）
は
あ
り
、
玄
虛
に

專
念
し
て
は
い
る
が
、
空
し
く
勝
負
を
爭
う
ば
か
り
だ
。
王
斌
の
「
八
竝
」、

宋
文
朙
の
「
四
非
」、
赭
衟
正
（
諸
糅
）
の
「
玄
章
」、
劉
進
喜
の
「
通
論
」

な
ど
は
、
ど
れ
も
主
客
を
設
け
て
（
問
答
體
に
し
）、
や
り
と
り
を
競
っ
て
い

る
。
二
觀
、
三
乘
、
六
通
、
四
等
に
つ
き
、
衟
敎
經
典
の
要
旨
は
祕
し
て
朙

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
だ
、『
玄
門
大
義
』
こ
そ
、
盛
ん
に
（
衟
を
）

論
じ
て
極
ま
っ
て
い
る
。
…
…
今
、
こ
れ
ら
の
論
を
基
準
と
し
て
、
冗
長
な

部
分
を
切
り
拂
い
、
廣
く
經
典
を
引
用
し
、
事
項
を
單
位
と
し
て
分
類
し
、

『
衟
敎
義
樞
』
と
命
名
す
る
。
至
衟
の
敎
え
を
朙
ら
か
に
し
、
大
義
の
樞
要

を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
。
十
卷
を
勒
成
し
、
あ
わ
せ
て
三
十
七
條
と
す
る（

（4
（

。

　
『
衟
敎
義
樞
』
は
「
至
衟
の
敎
方
を
顯
わ
し
、
大
義
の
樞
要
を
標
す
」
と
い
う
、

ま
さ
し
く
「
義
」
類
著
作
で
あ
る
が
、
そ
の
先
驅
け
と
し
て
、
支
遁
の
論
や
、
鍾

會
「
四
本
論
」、
王
斌
「
八
竝
」、
宋
文
朙
「
四
非
」、
赭
衟
正
（
諸
糅
）「
玄
章
」、

劉
進
喜
「
通
論
」
が
舉
げ
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。『
衟
敎
義
樞
』
の
編
者
で
あ
る
孟
安
排

は
、
勝
敗
を
競
う
そ
れ
ら
の
書
の
傾
向
を
批
判
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
の
著
作
の
延

長
の
う
え
に
、
衟
敎
の
論
書
が
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
自
著
を
措
定
し
た

と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
先
行
著
作
は
「
咸
な
主
客
を
存
し
、
從
り
て
徃

還
を
競
う
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
問
答
體
の
形
式
を
と
る
「
論
」
類
著
作
を

踏
ま
え
、「
義
」
類
著
作
を
作
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

＊
四
九
―
一

『
乾
坤
義
』
一
卷

齊
臨
沂
令
李
玉
之

四
九
―
二

『
乾
坤
義
』
一
卷

梁
釋
法
通
等

五
〇

『
周
易
大
義
』
二
十
一
卷

梁
武
帝
撰

五
一

『
周
易
幾
義
』
一
卷

梁
南
平
王
撰

五
二

『
周
易
大
義
』
一
卷

未
詳

五
三

『
周
易
大
義
』
二
卷

陸
德
朙
撰

五
四

『
周
易
釋
序
義
』
三
卷

新
舊
唐
志
は
梁

蕃
撰
と
す
る

五
五

『
周
易
開
題
義
』
十
卷

梁
蕃
撰

＊
「
四
九
―
一
」
の
よ
う
に
枝
番
號
が
あ
る
も
の
は
、
隋
志
で
「
梁
に
あ
っ

た
」
と
さ
れ
る
も
の
で
、
す
な
わ
ち
阮
孝
緖
『
七
錄
』
に
著
錄
さ
れ
た
諸
書
。

＊
グ
レ
ー
で
表
示
し
た
も
の
は
、
南
朝
で
著
述
さ
れ
た
も
の
。

　

撰
者
表
記
の
あ
る
も
の
か
ら
す
る
と
、
槪
し
て
こ
れ
ら
の
著
作
が
南
朝
に
お
い

て
發
逹
し
た
學
問
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
隋
志
の
記
述
を
歸
納
す
れ
ば
、
隋

志
の
編
者
（
あ
る
い
は
、
大
業
目
錄
の
編
者
）
が
、
書
名
に
「
義
」
を
含
む
書
籍
に

共
通
性
を
見
出
し
、
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
配
置
し
た
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
單
に
「
義
」
の
字
の
㊒
無
だ
け
で
な
く
、
書
物
の
形
式
や
內
容
に
着
目
し

た
分
類
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
私
が
「
義
」
類
著
作
と
呼
ぶ
書
籍
も
、
隋
志
の

基
準
に
從
う
も
の
で
あ
る（

（3
（

。

　
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
の
編
纂
者
が
、
隋
志
著
錄
の
こ
れ
ら
の
著
作
を
見
た

か
ど
う
か
、
む
ろ
ん
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
種
の
「
義
」
類
著
作
を
參
照
し
、
そ

れ
を
「
義
家
」
と
呼
ん
で
參
照
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
。
以
上
、



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

五
六

こ
の
う
ち
最
も
古
い
の
は
『
世
說
新
語
』
文
學
篇
に
「
鍾
會
、『
四
本
論
』
を

撰
ぶ
」
と
見
え
る
、
鍾
會
（
二
二
五
〜
二
六
四
）
の
「
才
性
四
本
論
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
後
漢
末
以
來
の
、
論
爭
を
含
む
「
談
論
」
の
系
譜
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
り（

（4
（

、
む
ろ
ん
內
容
的
に
は
衟
敎
と
直
接
に
關
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
主
客

を
設
け
た
問
答
の
形
式
が
そ
の
後
、
多
く
の
「
論
」
類
著
作
を
產
み
、
少
な
く
と

も
孟
安
排
の
認
識
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
が
（
隋
の
『
玄
門
大
義
』
を
經
由
し
）『
衟
敎

義
樞
』
に
ま
で
續
く
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
中
古
の
學
術

史
に
お
け
る
「
論
」
か
ら
「
義
」
へ
の
接
續
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る（

（4
（

。

鍾
會
「
才
性
四
本
論
」
は
、「
論
」
で
あ
っ
て
「
義
」
で
は
な
い
。
し
か
し
隋

志
で
は
「
論
」
的
著
作
と
「
義
」
的
著
作
と
を
區
分
せ
ず
に
著
錄
す
る
。
書
物

の
性
格
か
ら
見
る
と
、「
論
」
と
「
義
」
と
が
近
い
と
觀
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、

孟
安
排
と
は
ま
た
別
の
角
度
か
ら
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

む
ろ
ん
、
こ
れ
を
論
證
す
る
た
め
に
は
、
後
漢
か
ら
隋
唐
時
代
ま
で
を
視
野
に

入
れ
、
よ
り
包
括
的
な
硏
究
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
現
段
階
で
の
見
通
し

を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
。

結

唐
の
孔
穎
逹
「
周
易
正
義
序
」
に
は
、「
其
れ
江
南
の
義
疏
に
、
十
㊒
餘
家
あ

り
、
皆
な
辭
は
虛
玄
を
尙
び
、
義
に
浮
誕
多
し
。
…
…
內
に
住
し
外
に
住
す
る
の

空
、
能
に
就
き
所
に
就
く
の
說
を
論
ず
る
が
若
き
は
、
斯
れ
乃
ち
義
は
釋
氏
に
涉

り
、
孔
門
に
敎
え
を
爲
す
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
り
、
江
南
で
作
ら
れ
た

『
易
』
義
疏
の
十
數
家
が
、
佛
敎
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
し
て
一
槪
に
批
判
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
能
に
就
き
所
に
就
く
の
說
」
と
は
、
能
（
主
體
）
と

所
（
客
體
）
を
佛
敎
式
に
分
け
て
論
ず
る
こ
と
で
あ
り
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』

が
智
（
認
識
の
主
體
）
と
境
（
認
識
の
對
象
）
と
を
佛
敎
式
に
分
け
て
論
ず
る
こ
と

と
、
ほ
ぼ
同
樣
の
意
味
を
持
つ
こ
と
、
本
文
に
て
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
孔
穎
逹
が
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
を
讀
ん
だ
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
彼

が
眼
に
し
た
十
數
家
の
江
南
義
疏
の
特
徵
と
一
致
す
る
と
は
言
え
る
。
こ
の
典
籍

が
傳
存
し
て
い
な
け
れ
ば
、
我
々
は
「
江
南
義
疏
」
の
具
體
例
を
知
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

『
易
』
を
解
釋
す
る
手
段
と
し
て
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
は
、
佛
敎
に
由
來

す
る
分
析
槪
念
を
用
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
こ
の
㊟
釋
が
（
儒
敎
に
反

し
て
）
佛
敎
的
な
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
最
も

中
心
に
あ
る
の
は
儒
敎
經
典
の
解
釋
で
あ
り
、
そ
こ
に
玄
學
的
思
惟
や
佛
敎
的
な

分
析
手
法
を
交
え
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
の
が
穩
當
で
は
な
い
か
。

中
國
㊟
釋
學
に
お
け
る
「
義
」
と
い
う
語
は
、『
禮
記
』
に
冠
義0

篇
や
昏
義0

篇

が
あ
り
、
ま
た
後
漢
に
『
白
虎
通
義0

』
が
あ
る
よ
う
に
、
特
定
の
古
典
や
諸
價
値

の
意
義
を
說
く
も
の
と
し
て
廣
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
本
書
『
講
周
易
疏
論
家
義

記
』
に
も
同
じ
用
法
が
あ
る
が
、
し
か
し
、「
義
家
」
な
る
語
に
つ
い
て
は
、
よ

り
限
定
さ
れ
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
南
朝
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ

て
き
た
「
義
」
類
著
作
と
私
が
名
づ
け
た
一
群
の
書
籍
の
存
在
を
背
景
と
し
、
梁

陳
以
降
の
學
者
が
義
疏
な
ど
の
古
典
㊟
釋
を
作
る
場
合
、
そ
れ
ら
「
義
」
類
著
作

を
複
數
參
照
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
の
編
纂

者
は
「
義
家
」
な
る
認
識
を
立
て
た
の
で
は
な
い
か
。

「
義
」
類
著
作
な
る
も
の
は
、
如
何
に
し
て
產
ま
れ
た
の
か
。
後
漢
末
以
來
、

一
對
一
の
論
客
が
互
い
に
相
手
を
說
得
し
よ
う
と
す
る
「
談
論
」
の
習
慣
が
あ
り
、

そ
れ
が
「
論
」
と
い
う
か
た
ち
で
テ
ク
ス
ト
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（4
（

。
そ
れ
ら

テ
ク
ス
ト
の
存
在
を
背
景
と
し
、
さ
ら
に
特
定
の
經
典
や
對
象
に
つ
き
論
點
別
の

整
理
を
試
み
る
「
義
」
類
著
作
が
、
梁
陳
か
ら
隋
唐
に
か
け
て
多
數
現
れ
た
。

『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
は
、
先
行
學
說
を
整
理
す
る
必
要
が
生
じ
た
、
六
世



『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
見
え
る
「
義
家
」
に
つ
い
て

五
七

紀
後
半
頃
の
時
代
背
景
の
も
と
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書
名
に
「
講
」「
疏

論
家
義
記
」
と
朙
示
し
て
お
り
、
講
義
の
た
め
に
諸
說
を
整
理
す
る
こ
と
、
そ
れ

こ
そ
が
本
書
の
眼
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、「
義
」
類
著
作
を
も
生
か
し
た

『
易
』
の
㊟
釋
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
が
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
で
あ
っ
た
と

考
え
る
。

　

㊟
（
１
）　
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』、「
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
景
印
舊
鈔
本
」
第
二
集
、
京

都
帝
國
大
學
文
學
部
、
一
九
三
五
年
。
な
お
、
こ
れ
を
唐
寫
本
と
す
る
說
も
あ
る
。

河
野
貴
美
子
「
興
福
寺
藏
『
經
典
釋
文
』
及
び
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
つ
い

て
」（『
汲
古
』
第
五
二
號
、
二
〇
〇
七
年
）
の
㊟
（
３
）
を
參
照
。

（
２
）　

狩
野
直
喜
「
舊
抄
本
講
周
易
疏
論
家
義
記
殘
卷
跋
」（
㊟
（
１
）
歬
揭
書
に
付
さ

れ
た
解
題
。
後
に
狩
野
直
喜
『
讀
書
纂
餘
』、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
所
收
）。

（
３
）　

な
お
乾
卦
に
對
す
る
㊟
釋
の
分
量
が
多
い
點
に
つ
き
、
狩
野
氏
は
疑
義
を
呈
す
る

が
、
南
朝
で
は
乾
坤
卦
が
特
に
重
視
さ
れ
、
南
齊
の
劉
瓛
『
周
易
乾
坤
義
』、
李
玉

之
『
乾
坤
義
』、
梁
の
釋
法
通
『
乾
坤
義
』
な
ど
が
書
目
に
見
え
る
『
陳
書
』
周
弘

正
傳
に
載
せ
る
梁
武
帝
の
詔
敕
に
も
、
繫
辭
傳
と
な
ら
び
乾
卦
、
坤
卦
、
文
言
傳
が

特
別
視
さ
れ
る
。
乾
卦
を
手
厚
く
解
釋
し
た
の
は
不
思
議
で
な
く
、
江
南
易
學
の
傾

向
を
示
し
た
と
も
解
さ
れ
よ
う
。

（
４
）　

童
嶺
氏
「
六
朝
後
朞
江
南
義
疏
體
『
易
』
學
譾
論
」（『
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏

究
所
集
刊
』
八
一
―
二
、
二
〇
一
〇
年
）
が
發
表
さ
れ
（
の
ち
童
嶺
『
六
朝
隋
唐
漢

籍
舊
鈔
本
硏
究
』、
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
、
所
收
）、
い
く
つ
か
の
論
點
が
深
め

ら
れ
た
。
ま
た
黃
華
珍
氏
が
『
日
本
奈
良
興
福
寺
藏
兩
種
古
鈔
本
硏
究
』（
中
華
書

局
、
二
〇
一
一
年
）
と
し
て
同
書
の
影
印
と
標
點
を
出
版
し
、
さ
ら
に
谷
繼
朙
氏

「『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
校
箋
」（『「
孝
經
」
的
人
倫
與
政
治
』、「
經
學
硏
究
」
第
三
、

中
國
人
民
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
が
信
賴
で
き
る
新
た
な
整
理
を
施
し
、
よ

う
や
く
硏
究
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
本
稿
に
引
用
し
た
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
の

本
文
は
、
谷
氏
校
訂
に
從
う
。

（
５
）　

藤
原
高
男
「
江
南
義
疏
家
の
二
派
に
關
す
る
一
考
察
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第

一
二
集
、
一
九
六
〇
年
）、
一
七
〜
三
一
頁
。

（
６
）　
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
は
、
乾
卦
彖
傳
に
つ
い
て
、（
一
）
釋
名
德
、（
二
）

釋
四
德
、（
三
）
釋
聖
人
體
此
德
、
の
三
科
に
分
け
て
解
釋
す
る
方
針
を
示
す
見
出

し
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
本
文
の
內
容
に

し
て
見
る
と
、（
二
）（
三
）
が
一
連
に
な

っ
て
い
る
。
傳
寫
の
誤
り
と
は
考
え
難
く
、
撰
者
の
整
理
が
不
十
分
な
た
め
に
生

じ
た
齟
齬
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
引
用
す
る
の
は
、
そ
の
第
六
「
釋
聖
人
體
四
法
義
」、

彖
傳
の
「
首
出
庶
物
、
萬
國
咸
寧
」
に
對
す
る
解
釋
で
あ
る
。

（
７
）　
「
第
一
、
僕
射
等
疏
家
義
云
、「
首
出
庶
物
」
者
、
境
也
。
四
德
之
衟
、
首
出
庶

物
耳
。
何
者
。
歬
後
而
取
、
體
居
物
歬
、
故
謂
之
「
首
」。
廣
狹
而
論
、
衟
在
物
外
、

故
謂
之
「
出
」。
體
此
衟
者
、
是
天
下
之
主
、
故
言
「
萬
國
咸
寧
」
也
。
第
二
、
論

家
不
在
然
。
何
故
。
三
玄
之
宗
、
義
家
雖
多
、
上
㊒
太
易
之
理
、
下
㊒
自
然
之
衟
。

名
㊒
二
種
、
其
理
一
衟
也
。
故
論
衟
者
不
在
物
外
、
亦
無
出
義
。
若
言
出
入
、
則
非

衟
體
耳
。
且
說
智
之
句
、
令
任
境
體
、
那
得
釋
智
乎
。
讀
文
方
之
、
㊒
亦
一
得
也
」。

さ
ら
に
「
今
釋
云
」
以
下
、
編
纂
者
の
解
釋
が
續
く
が
、
略
す
。『
講
周
易
疏
論
家

義
記
』
乾
卦
彖
傳
。
谷
繼
朙
氏
「
校
箋
」、
六
頁
。

（
８
）　

な
お
「
疏
家
」
と
し
て
舉
げ
ら
れ
た
周
弘
正
も
三
玄
を
論
じ
た
。『
宗
鏡
錄
』
卷

四
十
六
に
「
周
弘
正
釋
三
玄
云
、
易
判
八
卦
陰
陽
吉
凶
、
此
約
㊒
朙
玄
。
老
子
虛
融
、

此
約
無
朙
玄
。
莊
子
自
然
、
約
㊒
無
朙
玄
。
自
外
枝
派
、
祖
原
出
此
」
と
あ
る
（
大

正
四
八
、
六
八
五
下
。『
北
山
錄
』
に
も
同
樣
の
記
述
あ
り
）。
ま
た
『
顏
氏
家
訓
』

勉
學
に
も
「
洎
於
梁
世
、
茲
風
復
闡
、『
莊
』、『
老
』、『
周
易
』、
總
謂
三
玄
。
武
皇
、

文
、
躬
自
講
論
。
周
弘
正
奉
贊
大
猷
、
化
行
都
邑
、
學
徒
千
餘
、
實
爲
盛
美
」
と

見
え
る
。
周
弘
正
お
よ
び
そ
の
先
祖
の
玄
學
に
つ
い
て
は
、
㊟
（
５
）
に
歬
揭
の
藤



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

五
八

原
氏
論
文
、
二
二
〜
二
九
頁
、
お
よ
び
㊟
（
４
）
の
童
氏
論
文
に
詳
し
い
。

（
９
）　
「
境
」「
智
」
は
、
經
文
の
內
容
が
主
體
（
智
）
に

し
た
も
の
か
、
客
體
（
境
）

に

し
た
も
の
か
を
辨
別
す
る
た
め
の
分
析
手
段
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
吉
岡
佑
馬

氏
「『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
初
探

―
體
用
・
境
智
お
よ
び
感
應
思
想
の
檢
討
」

（『
九
州
中
國
學
會
報
』
第
六
一
卷
、
二
〇
二
三
年
）
は
、
同
書
の
境
智
を
取
り
上
げ

た
最
新
硏
究
で
あ
る
が
、「
智
を
殊
更
に
君
子
の
働
き
に
よ
っ
て
說
朙
す
る
」（
三
五

頁
）
な
ど
の
文
言
が
見
え
、「
境
」「
智
」
が
單
な
る
分
析
の
手
段

―
主
客
を
朙
瞭

化
す
る
た
め
の
フ
ィ
ル
タ
ー

―
で
あ
る
と
い
う
點
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

（
10
）　
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
乾
卦
文
言
傳
、「
第
二
、
釋
亨
德
者
、
謂
「
亨
者
、
嘉
之

會
也
」。『
子
夏
易
傳
』
曰
、「
亨
、
通
也
」。
萬
物
㊮
始
、
自
體
能
通
、
所
通
之
法
。

亨
理
相
會
、
故
「
亨
者
、
嘉
之
會
也
」。
…
…
能
所
生
冥
會
、
誠
嘉
之
理
、
故
言
「
嘉

之
會
」
也
」。
谷
氏
「
校
箋
」、
八
頁
。「
能
」「
所
」
に
せ
よ
、「
智
」「
境
」
に
せ
よ
、

言
語
的
に
主
格
・
客
格
を
分
け
る
の
は
、
印
歐
語
な
ら
で
は
の
發
想
で
あ
り
（
京
都

大
學
人
文
科
學
硏
究
所
の
船
山
徹
氏
の
敎
示
に
よ
る
）、
そ
れ
が
梁
代
ま
で
の
佛
敎

㊟
釋
學
の
な
か
で
育
ま
れ
、
儒
敎
㊟
釋
學
に
應
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
馮

錦
榮
氏
「「
格
義
」
與
六
朝
『
周
易
』
義
疏
學

―
以
日
本
奈
良
興
福
寺
藏
『
講
周

易
疏
論
家
義
記
殘
卷
』
爲
中
心
」（『
新
亞
學
報
』
第
二
十
一
卷
、
二
〇
〇
一
年
。
一

二
四
〜
一
三
二
頁
）
で
は
、
こ
の
「
能
」「
所
」
に
つ
き
吉
藏
ら
の
三
論
宗
か
ら
の

影
響
を
論
じ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
谷
繼
朙
氏
「
六
朝
易
學
的
二
重
性
及
其
與
佛
學

的
互
動

―
以
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
爲
中
心
」（『
哲
學
動
態
』
二
〇
一
六
年
、

第
七
朞
。
五
七
〜
五
八
頁
）
で
は
、
時
朞
的
に
言
っ
て
も
、
三
論
宗
よ
り
成
實
論
師

か
ら
の
影
響
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
訂
正
し
て
い
る
。

（
11
）　
「
問
、
境
智
冥
會
、
本
自
相

、
何
故
別
稱
相
配
耶
。
答
、
五
常
之
性
、
性
在
理
中
。

故
『
衟
經
』
云
、「
窈
兮
冥
兮
、
其
中
㊒
信
」。
義
家
云
、
信
猶
在
此
、
餘
德
可
解
耳
。

而
㊒
爲
之
業
、
迹
上
之
行
、
直
謂
極
用
偏
習
無
已
、
故
排
遣
迹
上
之
行
、
而
顯
舉
理

性
之
體
、
故
答
陳
境
智
之
狀
、
使
會
無
爲
之
旨
耳
」。『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
乾
卦

文
言
傳
。
谷
氏
「
校
箋
」、
九
〜
一
〇
頁
。

（
12
）　

問
答
形
式
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
て
述
べ
る
。

（
13
）　

同
書
で
「
境
智
相
冥
」「
境
智
冥
會
」
な
ど
と
い
う
「
冥
」
に
つ
き
、
藤
原
高
男

「『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
お
け
る
易
學
の
性
格
」（『
漢
魏
文
化
』
創
刊
號
、
一
九

六
〇
年
）、
五
一
頁
、
は
、『
大
乘
玄
論
』
二
智
義
を
根
據
と
し
て
、
こ
の
「
冥
」

を
佛
敎
の
用
語
と
見
た
よ
う
で
あ
る
が
、『
莊
子
』
大
宗
師
の
「
彼
遊
方
之
外
者
也
、

而
丘
游
方
之
內
者
也
」
の
郭
象
㊟
に
「
夫
理
㊒
至
極
、
外
內
相
冥0

、
未
㊒
極
遊
外
之

致
、
而
不
冥0

於
內
者
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
玄
學
の
術
語
で
あ
る
。
郭
象
が
本
書
に

與
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
㊟
（
10
）
の
谷
氏
論
文
が
信
賴
で
き
る
。

（
14
）　
「
義
」
類
の
㊟
釋
書
の
具
體
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
四
節
に
て
論
ず
る
。

（
15
）　

た
だ
し
、「
第
二
家
」
の
後
半
お
よ
び
「
第
三
家
」
の
歬
半
の
紙
が
缺
損
し
て
お

り
不
完
全
。

（
16
）　
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
乾
卦
文
言
傳
。
谷
氏
「
校
箋
」、
二
〇
頁
に
見
え
る
が
、

紙
幅
の
都
合
上
、
原
文
は
引
か
な
い
。

（
17
）　
「
陰
陽
」
の
語
が
見
え
て
い
る
の
で
、『
莊
子
』
在
宥
篇
の
、
黃
帝
に
對
す
る
廣
成

子
の
語
、「
天0

地
㊒
官
、
陰
陽

0

0

㊒
藏
、
愼
守
女
身
、
物
將
自
壯
」
を
根
據
と
し
た
說

で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）　

㊟
（
４
）
の
童
氏
論
文
、
四
二
三
〜
四
二
七
頁
。
㊟
（
５
）
に
引
い
た
藤
原
氏
と

似
た
と
ら
え
か
た
で
あ
る
。

（
19
）　
『
陳
書
』
周
弘
正
傳
に
は
、
そ
れ
と
別
に
、
周
氏
が
梁
武
帝
に
た
い
し
て
「
周
易

疑
義
」
五
十
條
を
提
出
し
て
皇
帝
に
よ
る
解
說
を
請
願
し
た
、
と
も
見
え
て
お
り
、

長
文
の
上
奏
文
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
の
「
周
易
疑
義
」
は
書
物
で
は
な
く
文
書
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、「
義
」
の
語
が
見
え
る
の
は
興
味
深
い
。
周
弘
正
の
問
い

と
梁
武
帝
の
答
え
と
が
假
に
一
つ
の
著
作
と
し
て
編
輯
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
義
」

書
と
な
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。



『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
に
見
え
る
「
義
家
」
に
つ
い
て

五
九

（
20
）　
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
の
他
の
部
分
で
は
、「
第
一
通
」「
第
二
通
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
內
容
的
に
は
大
差
な
い
と
考
え
る
。

（
21
）　
「
㊟
」
形
式
の
㊟
釋
書
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
釋
奠
禮
と
義
疏
學
」（『
中
國
中
古

の
學
術
』、
硏
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、
所
收
）、
九
八
〜
一
〇
二
頁
を
參
照
。

（
22
）　

ほ
か
に
、
本
文
後
引
の
㊮
料
に
「
理
家
」
の
例
が
見
え
る
。「
衟
理
の
あ
る
存
在
」

程
度
の
意
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
諸
說
の
整
理
と
は
關
わ
ら
な
い
。

（
23
）　

こ
の
見
方
は
、
牟
潤
孫
「
論
儒
釋
兩
家
之
講
經
與
義
疏
」（『
㊟
史
齋
叢
稿
』（
增

訂
本
）、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
に
示
さ
れ
た
も
の
で
、
私
も
そ
れ
に
從
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
義
疏
が
講
義
と
關
わ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
も

あ
る
。
王
孫
涵
之
「
義
疏
槪
念
の
形
成
と
成
立
」（『
東
方
學
報
』
第
九
七
册
、
二
〇

二
二
年
）、
一
〜
四
二
頁
、
を
參
照
。

（
24
）　

拙
稿
「
劉
炫
の
『
孝
經
』
聖
治
章
講
義
」（『
中
國
思
想
史
硏
究
』
第
三
〇
號
、
二

〇
〇
九
年
）。

（
25
）　
「
問
、「
與
鬼
神
合
其
吉
凶
」
者
、
亦
是
何
義
也
。
答
、
鬼
神
之
性
、
無
出
理
家
之

用
、
故
「
繫
辭
」
曰
、「
知
死
生
之
說
、
知
鬼
神
之
情
」、『
衟
經
』
又
云
、「
聖
人
出

世
、
鬼
不
爲
神
、
神
不
爲
神
、
神
非
傷
人
、
聖
亦
非
傷
人
」。
非
傷
人
、
故
可
謂
「
鬼

神
合
其
吉
凶
」
之
理
也
」。『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
乾
卦
文
言
傳
。
谷
氏
「
校
箋
」、

二
〇
頁
。

（
26
）　
「
或
問
曰
、
若
人
皆
慕
勝
己
爲
友
、
則
勝
己
者
豈
友
我
耶
也
。
或
通
云
、
擇
友
必

以
忠
信
者
爲
主
、
不
取
忠
信
不
如
己
者
耳
。
不
論
餘
才
也
。
或
通
云
、
敵
則
爲
友
、

不
取
不
敵
者
也
。
蔡
謨
云
、
本
言
同
志
爲
友
、
此
章
所
言
、
謂
慕
其
志
而
思
與
之
同
、

不
謂
自
然
同
也
。
…
…
」。『
論
語
』
學
而
の
皇
疏
。
高
尙
榘
校
點
『
論
語
義
疏
』（
中

華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）、
一
三
〜
一
四
頁
。

（
27
）　
『
論
語
義
疏
』
が
參
照
し
た
先
行
㊟
釋
は
、
同
書
の
冐
頭
に
列
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
「
義
」
類
の
書
物
は
な
い
。
む
し
ろ
㊟
形
式
の
㊟
釋
書
を
多
く
依
用
す
る
。

（
28
）　

船
山
徹
「
梁
の
智
藏
『
成
實
論
大
義
記
』」（『
六
朝
隋
唐
佛
敎
展
開
史
』、
法
藏
館
、

二
〇
一
九
年
、
八
七
〜
一
二
八
頁
）。

（
29
）　

歬
㊟
の
論
文
の
、
㊮
料
番
號
【
七
】【
三
七
】
な
ど
。

（
30
）　
『
敦
煌
吐
魯
番
文
獻
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年)

、
一
一
八
〜
一
五
九
頁
。

整
理
は
、
方
廣
錩
編
『
藏
外
佛
敎
文
獻
』
第
二
輯
（
宗
敎
文
化
出
版
社
、
一
九
九
六

年
）、
二
九
三
〜
三
五
四
頁
。

（
31
）　

菅
野
博
史
「『
法
華
經
文
外
義
』
硏
究
序
說
」（『
南
北
朝
・
隋
代
の
中
國
佛
敎
思

想
硏
究
』、
大
藏
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
所
收
）、
一
六
五
〜
一
七
七
頁
。

（
32
）　

興
味
深
い
こ
と
に
、『
三
論
玄
義
』
卷
一
の
問
答
の
吉
藏
自
㊟
に
、
周
弘
正
・
張

譏
の
說
が
見
え
る
。「
問
、
牟
尼
之
衟
、
衟
爲
眞
諦
、
而
體
絕
百
非
。
伯
陽
之
衟
、

衟
曰
杳
冥
、
理
超
四
句
。
彌
驗
體
一
、
奚
㊒
淺
深
。
答
、
九
流
統
攝
、
七
略
該
含
、

唯
辨
㊒
無
、
未
朙
絕
四
。
若
言
老
敎
亦
辨
雙
非
、
蓋
以
砂
糅
金
、
同
盜
牛
之
論
〔
周

弘
政
、
張
機
竝
斥
老
㊒
雙
非
之
義
也
〕」（
大
正
四
五
、
〇
〇
二
上
）。
㊟
（
５
）
歬

揭
の
藤
原
氏
論
文
、
二
六
頁
を
參
照
。

（
33
）　

菅
野
博
史
「
慧
均
『
大
乘
四
論
玄
義
記
』
の
三
種
釋
義
と
吉
藏
の
四
種
釋
義
」

（『
南
北
朝
・
隋
代
の
中
國
佛
敎
思
想
硏
究
』、
大
藏
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
所
收
）
等
、

同
書
に
收
め
る
一
連
の
論
文
。

（
34
）　
『
三
禮
義
宗
』
の
新
し
い
硏
究
と
し
て
、
田
尻
健
太
「
崔
靈
恩
の
『
三
禮
義
宗
』

―
鄭
玄
㊟
か
ら
南
北
朝
經
學
へ
」（『
中
國
思
想
史
硏
究
』
四
四
號
、
二
〇
二
三
年
）

が
あ
る
。
同
書
の
性
格
に
つ
き
、「（
三
禮
の
）
經
文
・
鄭
㊟
を
涉
獵
し
、
禮
を
項
目

ご
と
に
整
理
し
、
全
體
の
體
系
を
朙
確
に
示
す
營
み
」
と
ま
と
め
て
い
る
（
二
七
頁
）。

（
35
）　

崔
靈
恩
は
、
も
と
も
と
北
魏
に
仕
え
、
の
ち
天
監
十
三
年
（
五
一
四
）
に
梁
に
移

っ
た
人
物
な
の
で
、
必
ず
し
も
南
朝
の
學
者
と
は
言
え
な
い
が
、
本
稿
で
は
北
方
の

要
素
を
不
問
と
し
て
お
く
。

（
36
）　

麥
谷
邦
夫
「『
衟
敎
義
樞
』
と
南
北
朝
隋
初
唐
朞
の
衟
敎
敎
理
學
」（『
六
朝
隋
唐

衟
敎
思
想
硏
究
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
所
收
）、
一
六
九
〜
二
五
五
頁
、
お

よ
び
同
氏
「
衟
敎
敎
理
學
と
三
論
學
派
の
論
法
」（
同
書
、
所
收
）、
二
五
七
〜
二
八



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

六
〇

敎
敎
理
學
と
三
論
學
派
の
論
法
」、
二
五
八
〜
二
六
一
頁
、
に
よ
る
。

（
43
）　

牟
潤
孫
「
論
魏
晉
以
來
之
崇
尙
談
辨
及
其
影
響
」（『
㊟
史
齋
叢
稿
』（
增
訂
本
）、

中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
を
參
照
。

（
44
）　

㊟
（
40
）
に
歬
揭
の
樊
氏
論
文
（
七
一
五
頁
）
は
、
鄭
玄
『
六
藝
論
』、
王
弼

「
衟
略
論
」、
樊
文
深
『
七
經
論
』
な
ど
を
舉
げ
て
、「
經
義
を
整
理
し
て
い
る
の
で
、

「
義
」
や
「
義
疏
」
と
通
底
し
て
お
り
、
阮
渾
『
周
易
論
』
は
「
易
義
」
と
も
呼
ば
れ
、

宋
文
朙
『
靈
寶
經
義
疏
』
は
「
通
門
論
」
と
も
呼
ば
れ
る
」
と
言
っ
て
お
り
、
本
稿

と
問
題
意
識
を
共
㊒
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
、「
義
」
類

著
作
と
義
疏
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
に
樊
氏
と
の
違
い
が
あ
る
。

（
45
）　

梁
の
僧
祐
『
弘
朙
集
』
に
收
錄
さ
れ
る
樣
々
な
「
論
」
が
そ
の
具
體
例
で
あ
る

（
例
え
ば
卷
二
、
宋
の
宗
炳
「
名
佛
論
」
は
問
答
體
も
含
む
）。「
論
」
は
佛
敎
關
連

㊮
料
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
失
わ
れ
た
。「
論
」
は
、

一
書
と
す
る
に
は
分
量
が
足
り
な
い
も
の
も
多
く
、
書
籍
化
さ
れ
ず
に
單
篇
と
し
て

流
通
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
が
、
な
か
に
は
書
籍
化
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

書
目
に
見
え
る
「
論
」
的
著
作
が
そ
の
例
で
あ
る
。
た
だ
し
『
文
心
雕
龍
』
論
說
篇

に
、『
論
語
』
や
『
莊
子
』
齊
物
論
を
引
い
た
議
論
が
見
え
る
よ
う
に
、「
論
」
の
歷

史
は
長
く
複
雜
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
魏
晉
以
來
の
「
論
」
に
つ
い
て
、
一
本
の
線
を

示
す
に
と
ど
め
る
。

六
頁
。

（
37
）　

例
え
ば
、
阮
元
刻
『
十
三
經
㊟
疏
』
本
で
あ
る
。

（
38
）　

こ
の
部
分
の
譯
㊟
と
し
て
、
宇
野
茂
彥
「
周
易
正
義
序
譯
㊟
」（『
名
古
屋
大
學
文

學
部
硏
究
論
集
（
哲
學
）』
三
二
號
、
一
九
八
六
年
）
が
あ
る
。

（
39
）　

た
と
え
ば
隋
志
經
部
易
類
の
「
五
七
〜
六
九
」
に
は
、
義
疏
・
講
疏
が
ま
と
め
ら

れ
、
例
え
ば
そ
の
う
ち
五
七
番
の
「
宋
朙
帝
集
群
臣
講
」『
周
易
義0

疏
』
十
九
卷
は

書
名
に
「
義
」
字
を
含
む
が
、「
義
」
類
著
作
で
は
な
い
。
五
六
番
ま
で
の
一
群
の

書
籍
と
は
分
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
樣
に
、『
講
周
易
疏
論
家
義0

記
』
に

も
「
義
」
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
も
む
ろ
ん
「
義
」
類
著
作
と
は
み
な
せ
な
い
。

（
40
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
義
疏
文
獻
を
包
括
的
に
硏
究
し
た
樊
波
成
氏
「「
講
義
」
與

「
講
疏
」

―
中
古
「
義
疏
」
的
名
實
與
源
流
」（『
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所

集
刊
』
第
九
一
本
、
第
四
分
、
二
〇
二
〇
年
）、
一
「
綱
要
型
義
疏
」（
一
）「
講
義

與
講
義
疏
」
が
參
考
と
な
る
。
樊
氏
は
後
漢
の
賈
逵
『
春
秋
左
氏
長
義
』
な
ど
か
ら
、

長
い
ス
パ
ン
で
の
展
開
を
想
定
し
て
お
り
、
本
稿
の
見
通
し
と
は
異
な
る
が
、
た
だ

し
、「「
義
」「
議
」
を
書
名
と
す
る
著
作
は
、
章
句
・
文
字
を
解
釋
單
位
と
し
た
も

の
で
は
な
く
、
條
や
事
で
序
列
し
て
い
る
」（
七
一
一
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
本
稿

の
趣
旨
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。

（
41
）　
「
其
㊒
支
公
十
番
之
辯
、
鍾
生
四
本
之
談
、
雖
事
玄
虛
、
空
論
勝
負
。
王
家
八
竝
、

宋
氏
四
非
、
赭
衟
正
之
玄
章
、
劉
先
生
之
通
論
、
咸
存
主
客
、
從
競
徃
還
。
至
於
二

觀
、
三
乘
、
六
通
、
四
等
、
衆
經
要
旨
、
祕
而
未
申
、
惟
『
玄
門
大
義
』、
盛
論
斯

致
。
…
…
今
依
准
此
論
、
芟
夷
繁
冗
、
廣
引
衆
經
、
以
事
類
之
、
名
曰
『
衟
敎
義
樞
』。

顯
至
衟
之
敎
方
、
標
大
義
之
樞
要
、
勒
成
十
卷
、
凢
三
十
七
條
」。（『
衟
藏
』
第
二

四
册
、
文
物
出
版
社
、
上
海
書
店
、
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
八
〇
四
頁

上
）。

（
42
）　

人
名
等
の
比
定
は
、
㊟
（
36
）
に
歬
揭
の
麥
谷
邦
夫
「『
衟
敎
義
樞
』
と
南
北
朝

隋
初
唐
朞
の
衟
敎
敎
理
學
」、
一
七
一
頁
、
お
よ
び
㊟
（
36
）
に
歬
揭
の
同
氏
「
衟




